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○世界遺産の管理 環境省小笠原自然保護官事務所

1
小笠原諸島世界自然
遺産地域順応的管理
検討

小笠原諸島世界自然遺産地域の
管理のために必要な、新たな拠
点整備を含めた、ハード・ソフ
ト両面の総合的なシステムを構
築するための検討・計画の策定
を行う。

世界遺産センター
基本計画策定等

遺産センターの
基本設計等

2

小笠原諸島世界自然
遺産地域における自
然再生事業拠点整備
の検討

管理計画を踏まえて、科学委員
会や地域連絡会議の運営等によ
り、自然生態系保全の方向性や
特定重要課題への対応等につい
て検討する。

科学委員会、地域
連絡会議、事務局
会議等の運営

継続

○外来生物対策

1
小笠原国立公園外来
ほ乳類対策調査

ネズミ類、ヤギ等、外来ほ乳類
（ノネコ以外）の対策のための
調査、モニタリング、駆除計画
の策定等を行う。

ネズミ類の駆除計
画の策定、ヤギの
東平柵内での捕獲

継続

2
小笠原国立公園ノネ
コ対策調査

小笠原諸島の山域におけるノネ
コの排除を行う。

父島のノネコの捕
獲、母島における
ノネコ対策の検
討、試験的捕獲

継続

3

小笠原地域自然再生
事業プラナリア拡散
防止対策及び陸産貝
類域外保全

陸産貝類の生存にとって脅威と
なる貝食性のプラナリアである
ニューギニアヤリガタリクウズ
ムシの対策として、プラナリア
の侵入の防止、陸産貝類の域外
保全等を行う。

プラナリア進入防
止柵の設計、陸産
貝類の飼育等

プラナリア進入
防止柵の設置
（鳥山地域）

4
小笠原地域自然再生
事業両生は虫類対策

昆虫類の生存の脅威となるグ
リーンアノール、オオヒキガエ
ルの対策として、母島のでは、
自然再生区での両生は虫類の排
除、父島では、属島への拡散防
止のための港湾周辺での対策を
行う。

母島（新夕日ヶ丘
等）での捕獲、父
島（港湾周辺）で
の捕獲

継続

番号 事業項目 事業内容

小笠原諸島における主な自然再生事業等（環境省関係）

番号 事業項目 事業内容 24年度 25年度

24年度 25年度



○希少種の保全、保護増殖事業関係

1
アカガシラカラスバ
ト

生息状況、生息環境調査、保護
増殖事業検討会の開催、生息域
拡大に伴うトラブルへの対応等
を行う。

生息状況、生息環
境調査等

・第3次中期実
施計画の策定予
定
・ハトの現地協
力体制の強化

2
オガサワラオオコウ
モリ

特別保護指定区域を中心に、生
息状況・環境調査、コウモリ事
故発生への対応を行う。

生息状況・環境調
査

関係者間での役
割の連携調整
（現地協力体制
の強化）

3 希少植物

諸島内の希少植物のについて、
保護増殖事業「植栽」検討会を
開催し、生育状況・環境調査、
域内保全、域外保全等を行う。

希少植物の生育状
況・環境調査、域
内保全、域外保全

継続

4 希少昆虫
諸島内の希少昆虫類について、
生息状況・環境調査、域外保
全、連絡会議の開催等を行う。

生息状況・環境調
査、域外保全、連
絡会議の開催

継続

事業内容事業項目番号 24年度 25年度


